現実政治
はじめに
アブサロムは、タマルを辱めた兄弟アムノンを殺害した後、3年間亡命していました。その間、ダビデはアムノンを失ったことと、アブサロムと離れていることの両方を嘆き悲しみました。この緊張に満ち、感情的にも複雑な状況に、ダビデの軍司令官ヨアブが介入しました。サムエル記第二14章には、テコアの知恵ある女性の仲介を通して、アブサロムをエルサレムに連れ戻そうとしたヨアブの異例の働きが記録されています。
一見すると、ヨアブの行動は思いやりから出たものに見えるかもしれませんが、この章はさらに深いことを明らかにしています。ヨアブは、政治的現実主義とダビデの王国の安定への懸念から行動していたのです。
継承の問題
この章は、重要な観察から始まります。「ヨアブは、王がどれほどアブサロムに会いたがっているかを悟った。」(サムエル記第二 14:1)
ヨアブはダビデの弱さを理解していました。ダビデはアブサロムを深く愛していましたが、自分の家族内の争いを解決することができませんでした。彼はアブサロムを完全に罰することも、完全に回復させることもしませんでした。この優柔不断は、国にとって危険な状況を生み出しました。
イスラエルの歴史におけるこの時点では、王位継承は極めて重要でした。ダビデの長男アムノンは死んでいました。そのため、アブサロムが王位を継承する最有力候補となりました。将来の王を永久に追放されたままにしておくなら、やがて王国を政治的にも社会的にも分裂させる可能性がありました。
ヨアブの動機
ヨアブはおそらく、いくつもの危険が同時に生じているのを見て取ったのでしょう。
第一に、アブサロム自身が危険な存在でした。聖書は、彼の美しさ、カリスマ性、そして民の間での人気を繰り返し強調しています。王家の血筋を引く、拒絶された王子は、将来の反乱の中心となる可能性がありました。ヨアブは、アブサロムを王国の外に置いたまま恨みを募らせさせるよりも、彼を復帰させるほうが安全だと考えたのかもしれません。
第二に、ダビデの感情的な麻痺は、彼の指導力を弱めました。ダビデは、タマルへの暴行の後、アムノンを適切に懲らしめることに失敗していました。今や彼は、アブサロムを完全に非難することも、赦すこともできませんでした。ヨアブは、指導者層の頂点にある未解決の問題が、しばしば国全体に不安定さを広げることを認識していました。
これが、ヨアブがテコアの賢い女を用いた理由を説明しています。彼女の物語は、ダビデが自分の矛盾を明らかにする判断を下すよう、注意深く仕組まれていました。ダビデは架空の事例では憐れみを示しましたが、自分の家族の中で同じ原則を適用することにはためらいました。
部分的な和解の失敗
しかし、ヨアブが取り計らった和解は、初めから不完全なものでした。ダビデはアブサロムがエルサレムに戻ることを許しましたが、自分の前に来ることは許しませんでした。「王はこのように命じた。『アブサロムは自分の家に行ってもよい。しかし、決して私の前に来てはならない』」(サムエル記第二 14:24)
これは、考えられる限り最悪の状態を生み出しました――人間関係の癒やしを伴わない、身体的な回復です。アブサロムは、毎日拒絶を感じるには十分近くにいながら、苦々しい思いを募らせるには十分遠くにいました。
結果は悲惨なものでした。家族を癒やすどころか、解決されない緊張は、やがて反逆、内戦、そして甚大な苦しみを生み出しました。ヨアブの行動は、知恵と限界の両方を明らかにしています。彼は政治的な危険を正しく見抜きましたが、政治的な解決だけでは、ダビデの家の内にある霊的および感情的な傷を癒やすことはできませんでした。
なぜこれが重要なのか
家庭、教会、そして指導者としての状況における多くの問題は、不完全な和解によってさらに悪化します。人々は表面的には外見を取り繕うことがあっても、その内側には憤り、不信、そして解決されていない傷を残したままにすることがあります。ダビデの過ちは、憐れみを示したことではありません。憐れみは必要でした。彼の失敗は、真の回復と説明責任という痛みを伴う働きを同時に避けようとしたことでした。
ヨアブは分裂がもたらす政治的な危険を理解していましたが、彼もダビデも、家族の中にあるより深い霊的な損傷に対処しませんでした。その結果、外面的には平和であったにもかかわらず、王国は不安定なままでした。
この章は、解決されていない対立が、めったに自然に消えてなくなることはないと私たちに思い起こさせます。遅れた正義、不完全な赦し、そして感情的な回避は、しばしば後になってより大きな問題を生み出します。
